
CS こひつじ科礼拝式次第 

2022 年 5 月 29 日 午前 9 時 30 分 

２０２２年度年間テーマ：「イエス様の祈り『主の祈り』によって、祈ることを身につけよう」 

テーマ曲：ワワワいっしょに（９２番） 

暗唱聖句：「罪の支払う報酬は死です。しかし、神の賜物は、わたしたちの主イエス・キリストによる永遠の 

命なのです。」                     ローマの信徒への手紙 6 章 23 節 

5．しゅを ほめたたえよ（こどもさんびかをお用いください） 

おいのり 礼拝に招かれたことを感謝しましょう 

せいしょ  創世記４章１～1６節 

『さて、アダムは妻エバを知った。彼女は身ごもってカインを産み、「わたしは主によって男子を得た」と言

った。彼女はまたその弟アベルを産んだ。アベルは羊を飼う者となり、カインは土を耕す者となった。時を

経て、カインは土の実りを主のもとに捧げ物として持って来た。アベルは羊の群れの中から肥えた初子を持

って来た。主はアベルとその捧げ物に目を留められたが、カインとその捧げ物には目を留められなかった。

カインは激しく怒って顔を伏せた。主はカインに言われた「どうして怒るのか。どうして顔を伏せるのか。

もしお前が正しいのなら、顔を上げられるはずではないか。正しくないなら、罪は戸口で待ち伏せており、

お前を求める。お前はそれを支配せねばならない。」 

 カインが弟アベルに言葉をかけ、二人が野原に着いたとき、カインは弟アベルを襲って殺した。 

 主はカインに言われた。「お前の弟アベルはどこにいるのか。」 

カインは答えた。「知りません。わたしは弟の番人でしょうか。」 

主は言われた。 

「何ということをしたのか。お前の弟の血が土の中からわたしに向かって叫んでいる。今、お前は呪われる

者となった。お前が流した弟の血を、口を開けて飲み込んだ土よりもなお、呪われる。土を耕しても、土は

もはやお前のために作物を産み出すことはない。お前は地上をさまよい、さすらう者となる。」 

カインは主に言った。 

「わたしの罪は重すぎて負いきれません。今日、あなたがわたしをこの土地から追放なさり、わたしが御顔

から隠されて、地上をさまよい、さすらう者となってしまえば、わたしに出会う者はだれであれ、わたしを

殺すでしょう。」 

 主はカインに言われた。 

「いや、それゆえカインを殺す者は、だれであれ七倍の復讐を受けるであろう」 

 主はカインに出会う者がだれも彼を撃つことのないように、カインにしるしを付けられた。カインは主の

前を去り、エデンの東、ノド（さすらい）の地に住んだ。 

 

おはなし       「カインとアベル」        大日南隆夫先生 

 

皆さんおはようございます。 



・今日の聖書箇所は、神様によって造られた最初の人 アダムと妻エバの間に生まれた兄弟のことが書か

れています。どんな兄弟だったのでしょう。 

お兄さんの名前はカインで、土をたがやして麦や野菜を作っていました。 

弟の名前はアベルで、羊を飼って群れの世話をしていました 

あるとき二人は神様のもとに兄のカインは土の実り、弟アベルは羊の群れの中から肥えた初子を捧げ物

として持って来ました。 

神様は二人の捧げ物を見て弟アベルの捧げた羊の初子を喜んで、兄カインの捧げ物は喜ばれませんでし

た。 

これに兄カインは怒って「神様、どうして私の捧げ物より、弟アベルの捧げ物を喜ばれるのですか！」と

弟を ねたむ（おもしろくない）気持ちになりました。 

それどころか神様をうらんで下を向いて怒りが増して「弟さえいなければ」という気持ちになり、殺して

しまいました。 

この後、カインは神様から罪を指摘され、「わたしの罪は重すぎて負いきれません」と罪を悔いた気持ち

を表しています。神様から全く捨てられたわけではありませんが、地上をさまよい さすらう者となっ

たと書かれています。 

 

・カインはこのような悲しいことにならないために、どうすれば良かったでしょうか？ 

捧げ物が喜ばれなかった時、神様に不平を言ったり怒って顔を伏せるのではなく、神様の方に顔を向け

て、アベルがしたように神様に自分の最も良い物を捧げなかった自分を反省して神様に許しをお願いす

る姿勢があるとよかったと思います。 

 

・今を生きる私たちは・・・ 

私たちもこれからの人生で、自分の罪に悩んだり、つらい経験をして「どうしてこんな目に合うの？」と

思うことがあるかもしれません。 

でもその時は今日のカインとアベルのお話を思い出して、罪の恐ろしさを知ると同時に、神様に不平を

言ったり神様から離れないようにしましょう。 

神様を見上げて「神様は私に最もよいことをしてくださる」と信頼して歩んでいきましょう。 

神様は罪人の私たちを救うために御子イエス様を送ってくださいました。 

イエス様は私たちといつも共にいてくださいます 

今週も、感謝のお祈りをして、神様に見守られながら過ごしましょう。 

 

 ⁂ 小さなお子さまには、話の内容等をわかりやすく、年齢に合わせて嚙み砕いてお話くださいます

ようお願い致します。 

（けんきん）会堂 2 階掲示板下の机に献金箱を設置しました。 

おいでの際におささげください。 

 

７１、主イエスとともに（こどもさんびかをお用いください） 


